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（１）植物プランクトンデータ ：1994年～2007年の14年間

（２）動物プランクトンデータ ：1994年～2004年の11年間

（３）瀬田川のプランクトン速報：1999年～2007年の 9年間

（４）淡水赤潮調査データ ：1995年～2007年の13年間

（５）アオコ調査データ ：1995年～2007年の13年間

公開しているデータ(現在も更新中)
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琵琶湖では、総合的に水質を評価するため、また、
「淡水赤潮」や「アオコ」発生状況を把握するため、
動物プランクトンや植物プランクトンの同定や計数
のモニタリング調査を長期にわたり実施している。
琵琶湖の継続的な監視とその手法について紹介
すると共に、これまでの調査蓄積をＧＩＳを活用し
て公開する「プランクトン公開システム」開設事例
について情報提供する。

アブストラクト



図１. 界線枠付きプランクトン計数板: （株）離合社
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琵琶湖のプランクトン観測室のホームページ

図2. 琵琶湖のプランクトン（Ｈ.Ｐ｡）



プランクトン
地図情報

click

図3. プランクトン地図情報の入り口



図4. プランクトン地図情報検索システム

検索順序



図5. 植物プランクトン検索方法



プランクトン
調査結果

click

図6. 琵琶湖のプランクトン調査結果の入り口
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H16.   Investigation results of number of phytoplankton cells (imazu oki ｃyuou) depth 0.5m
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植物プランクトンのグラフと集計データ

綱 綱名 2005/4/5 2005/4/18 2005/5/9 2005/5/16 2005/6/13 2005/6/20 2005/7/5 2005/7/19 2005/8/1 2005/8/22 2005/9/5 2005/9/26 2005/10/3 2005/10/17 2005/11/7 2005/11/21
11 藍藻* 0 0 0 0 0 60 800 620 80 40 280 480 250 240 20 100
21 黄緑藻 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
31 黄色鞭毛藻 0 0 2820 3540 1520 2240 0 0 20 0 0 40 0 0 0 20
41 珪藻 80 1100 900 960 160 180 260 60 20 0 0 0 20 180 320 300
51 渦鞭毛藻 0 0 0 0 20 20 20 10 10 0 0 0 30 10 10 0
61 褐色鞭毛藻 220 140 160 420 500 620 140 840 380 80 280 110 190 130 210 130
71 ミドリムシ藻 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
81 緑藻 60 60 60 50 580 220 80 310 380 250 240 700 420 852 73 170
92 緑色鞭毛藻 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
93 プラシノ藻 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
99 その他植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄ 20 20 0 20 0 0 20 0 0 0 0 20 0 0 0 0

平成17年度植物プランクトン細胞数調査結果(今津沖中央) 水深0.5m

単位：細胞数（cells/mL）

図7. 琵琶湖における植物プランクトン調査結果



Number of total individuals (pertjcles/L) Investigation result (imazu oki cyuou) depth 0.5m（2004）
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図8 琵琶湖における動物プランクトン調査結果

２００４年

動物プランクトンのグラフ



瀬田川のプランクトン
速報 (毎週更新)

図９. 瀬田川プランクトン速報結果（2007年）
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図１０. 琵琶湖における淡水赤潮情報
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図1１. 琵琶湖における淡水赤潮プランクトン情報

淡水赤潮情報
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図１２. 琵琶湖における淡水赤潮プランクトン情報
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水の華
（アオコ）情報

click

図１３ 琵琶湖のアオコ発生情報



図１４ 琵琶湖におけるアオコ発生情報

アオコ原因プランクトン
の詳細結果
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図１５ 琵琶湖のプランクトン図鑑

プランクトン図鑑
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図１６ 琵琶湖北湖における総体積量からみた
主な植物プランクトンの種類
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図　　北湖における総細胞容積の経年変動(1978-2005)
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Change of passing year of capacity of total cell in the north lake 図1７ 琵琶湖北湖中央における植物プランクトン総体積量
の変動（1978-2006）



北湖における藍藻類の経年変化(1978-2005)
Annual change of total cell volume of CYANOPHYCEAE
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図1８ 琵琶湖北湖中央における藍藻綱総体積量の変動
（1978-2006）



Change in Biwako north lake in phytoplankton kind number
（1978ー2005）

図１　びわ湖北湖における植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ種 類 数の変化
（1978-2005）
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図19. 琵琶湖北湖におけるプランクトン種類数の変化
（1978-2006）



まとめまとめ

・本データベースシステムは、新たに巨大なデータベースとして・本データベースシステムは、新たに巨大なデータベースとして
一元的に整備や提供するものでなく、絶えずデータを加工、一元的に整備や提供するものでなく、絶えずデータを加工、
修正、改良、進化させていく構造を有している。現在、植物プ修正、改良、進化させていく構造を有している。現在、植物プ
ランクトン、淡水赤潮、アオコのデータについては過去ランクトン、淡水赤潮、アオコのデータについては過去99年間年間
～～1414年間分について、検索・閲覧が可能であるが、今後、新年間分について、検索・閲覧が可能であるが、今後、新
しく発生するプランクトンデータの追加登録や過去のしく発生するプランクトンデータの追加登録や過去の3030年間年間
にわたるデータを捕捉していくことにより順次公開していく予にわたるデータを捕捉していくことにより順次公開していく予
定である。定である。

･･ＧＩＳを用いた長期にわたるプランクトンデータベースＧＩＳを用いた長期にわたるプランクトンデータベースのの公開は公開は
日本では初めての取り組みであり、今後「びわ湖のプランク日本では初めての取り組みであり、今後「びわ湖のプランク
トン観測室」は、琵琶湖のプランクトン動向のすべてがわかトン観測室」は、琵琶湖のプランクトン動向のすべてがわか
るプランクトンの気象台を目指し、学術研究や環境学習等にるプランクトンの気象台を目指し、学術研究や環境学習等に
も幅広く活用できるように整備を続けて行きたい。も幅広く活用できるように整備を続けて行きたい。
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